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録（紀伊民報， 2014a,b, 2016a, b, c, 2017) 
を以下にまとめた： 2014年2月13日（「イル
カ」） ; 2014年3月22日（「イルカ」）; 2016年
1月8日（「イルカ」） ; 2016年2月27日（「イ
ルカ」）; 2016年4月2-3日（「ゴンドウクジラ」），
2017年2月14-16日（「イルカ」）。
これら 6回の生体の目撃例は、いずれも種の
査定がなされていないものばかりであり、写真
からも同定は困難であった。さらに、 2017年4
月10日、京都大学瀬戸臨海実験所が管轄する
畠島の西岸に、ハクジラ類のストランデイング
がl件あった。当日は畠島での大学生の実習で、
島に上陸した際に発見され、引率の当実験所の
研究員 2名により写真が撮影された（図 1）。
この個体は全長約 2.2mで腐敗が認められた。
その個体の歯は片側に 30本程度あった（図1）。
吻は不明確で頭部がなだらかに細くなり、腹部
の白色と背部の色が明確に分かれ、歯列からみ
てもサラワクイルカの可能性があった （図1）。
山田 格氏に画像などをお送りした結果、 専
門家ならではの回答を頂けた。その要点をまと
めると、「本来の体色を反映しない可能性、吻
とメロンが区別されそうだが傷んでいることか
ら、種同定に必要な情報が欠けているが、サラ
久保田信
ワクイルカである可能性もあ りえます。」との
ご教示であった。この種であれば、 当該海域で
は新記録となる。
図1和歌山県田辺湾に所在する畠島へのハクジ
ラ妻買のストランディング
上：全形、スケール 13cm
下・頭部のクローズアップ
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